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伝統知、記憶、情報、イメージの再収集と共有
―民族誌資料を用いた協働カタログ制作の課題と展望

Re-Collection and Sharing Traditional Knowledge, Memories, Information, and Images:
Problem and the Prospects on Creating Collaborative Catalog

開催日：2014年 1 月28日（火）～1月29日（水）

場　所：国立民族学博物館（1日目：収蔵庫、2日目：第4セミナー室）

主　催：国立民族学博物館

共　催：北海道大学　アイヌ・先住民研究センター

関連プロジェクト：
　機関研究　民族学資料の収集・保存・情報化に関する実践的研究
　機関研究　文化遺産の人類学
　共同研究  米国本土先住民の民族誌資料を用いるソースコミュニティとの協働関係構

築に関する研究

プログラム：
　＊1月28日（火）［収蔵庫でのズニ資料熟覧］
　　　　時間　　9：00 a.m.～5：00 p.m.

　　　　会場　　1F　収蔵庫

　＊1月29日（水）［研究発表とディスカッション］
　　　　時間　　1：00 p.m.～5：30 p.m.

　　　　会場　　2F　第4セミナー室
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13：00～13：10 挨拶「国立民族学博物館の所蔵資料と今後の活用」
  須藤健一（国立民族学博物館 館長）
13：10～13：20 趣旨説明
  伊藤敦規（国立民族学博物館 研究戦略センター 助教）
13：20～13：40 発表 1「民博におけるフォーラム型情報ミュージアムの構想」
  岸上伸啓（国立民族学博物館 研究戦略センター 教授）
13：40～14：05 発表 2「台湾原住民に関する情報遺産の記録化」
  野林厚志（国立民族学博物館 研究戦略センター 教授）
14：05～14：40 発表 3  “Creating Collaborative Catalogs Project of AAMHC”

  Jim Enote （Director, A:shiwi A:wan Museum and Heritage Center）
14：40～15：15 発表 4  “Collection Reviews for the Source Community”

  Octavius Seowtewa（Jewelry Artist and Zuni Religious Leader）
  Jim Enote（Director, A:shiwi A:wan Museum and Heritage Center）
15：15～15：35 休憩
15：35～16：10 発表 5  “MNAʼs Collection Management with Source Communities”

  Robert Breunig（Director, Museum of Northern Arizona）
16：10～16：25 コメント1「民族誌的知見の形成と共有の場としての情報ミュージアム」
  福岡正太（国立民族学博物館 文化資源研究センター 准教授）
16：25～16：40 コメント2「在外アイヌ資料調査経験から」
  山﨑幸治（北海道大学 アイヌ・先住民研究センター 准教授）
16：40～17：25 総合討論
17：25～17：30 閉会挨拶
  伊藤敦規（国立民族学博物館 研究戦略センター 助教）

※所属・職名はすべて開催当時のもの
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